
    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

花期 果実期

本数

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

100

100

500

10

10

10

ローズマリー

ラベンダー

ロシアひまわり

グッドスマイル

マリーゴールド

菜の花

パンジー

コスモス

ススキ

フジバカマ

トウガラシ

ナデシコ

ハギ

キキョウ

クズ

オミナエシ

ディル

クラリーセージ

ヒソップ

ウイキョウ

20

40

800

200

200

600

チャービル

オレガノ

ゲッケイジュ

クロモジ

サンショウ

アサツキ

11月 12月

スイートバイオレット

ローマンカモミール

シュンギク

コリアンダー

5月 6月 7月 8月 9月 10月

スイセン

1月 2月 3月 4月

 

◆申請団体 

ひまわりプロジェクト実行委員会 

 

◆共同企画団体 

 ・東日本環境支援部  

ひまわりプロジェクト東大支部 

 ・一般社団法人 大丸有環境共生型 

まちづくり推進協会 

 ・株式会社日比谷花壇 

 ・西松建設株式会社 

◆美田園花の広場で実施された各種イベント 

◆美田園花の広場イメージ 

◆イメージパース  ～美田園花の広場と仮設住宅～ 

◆主な使用樹木、草花 

ローズマリー ラベンダー グッドスマイル マリーゴールド 菜の花 ロシアひまわり 

パンジー コスモス スイセン オミナエシ ナデシコ ススキ 

種植えイベント 

H23.6.26 
ひまわり風鈴づくり 

H23.8.13 
ハーブ料理教室 

H23.8.21 

ひょっとこ公演 

H23.9.16 

近隣保育園児のお散歩 

H23.8.3 
収穫祭後のいも煮会 

H23.10.1 

収穫祭 

H23.10.1 

◆企画の目的 

 3．11以降、皆の心に芽生えた「何かしなければ」という気持ち。私たちは、花とみどりで笑顔を取り戻していた

だけるような「環境緑化」のお手伝いができるのではと考えました。エコッツェリア協会が運営する「丸の内朝大学」

で4月4 日～6 日に開催された「コミュニティアクション for 東日本大震災」というミーティングにおいて日比谷花

壇が呼びかけを行ったことをきっかけに、東日本環境支援部ひまわりプロジェクト東大支部が全面協力を申し出、さ

らに被災地名取市で仮設住宅用地を提供している西松建設が賛同する、家族や会社とは別の、第三のコミュニティと

もいえる人と人の絆の連鎖が、このプロジェクトに結実しました。 

◆まちづくりのテーマ・コンセプト ～３つの絆～ 

①産みの親から育ての親への絆のリレー 

 ひまわりは、東京圏で趣旨に賛同した市民の皆様が種を植え、苗として育ったものを被災地へ「苗のリレー」とい

う形で産みの親たちの思いとメッセージが添えられ被災地に届けられました。種や苗は仙台市内の小学校（11 校）

にも届けられました。 

②育てることから生まれる絆 

 被災地（美田園花の広場）に届けられた苗は、仮設住宅の方々と一緒に植栽されました。植栽後は、仮設住宅の方々

が面倒を見てくださいました。お世話をいただく過程で、仮設住宅の方と地域の方との絆が生まれました。また、産

みの親が現地に足を運び、現地の方とのつながりも生まれました。 

③広場で育む絆 

 広場にはベンチを設けました。地域の方々が集い、時には、バーベキューが行われたこともありました。また、地

域の夏祭り会場として利用されるなど、地域の交流拠点として活用されております。ひまわりの実が結実した 10/1

には、ひまわり収穫祭を実施し、来年の植栽に向けた種を収穫するとともに、「いも煮」を作って皆で秋の味覚を味

わいながら交流を図りました。 

◆今後の活動 

 手探りでスタートしたこの計画ですが、支援の輪が広がりました。今年のひまわりは終わりましたが、現在、善意

で提供されたコスモスやハーブを植栽しております。年間を通じ、色とりどりの草花を育てるとともに、各種イベン

トを実施し、地域交流を深めるお手伝いをさせていただきます。今年は試験的にコンセプトの組立てを行いましたが、

広場には様々な可能性があります。地域の方、仮設住宅の方、そして皆様からの善意により、自由で独創的な広場が

出来上がると思います。  

◆企画の効果 

（１）まちづくりへの効果 

 殺風景な仮設住宅隣接地に、美田園花の広場を造ることに

より、彩りとうるおいを生み出す効果があります。 

（２）香り環境への効果 

 ハーブを育て、そして食すことにより、被災者の皆様への

癒しの効果があります。 

（３）住民への効果 

 自分たちで栽培活動することで、目的意識を被災者の皆様

に持っていただくことができます。また、栽培をすることで

地域コミュニティ形成につながると考えます。加えて、イベ

ントを実施することで、皆様が集まる機会創出を行います。 

（４）その他 

 今年実施した状況のなかで、産みの親からは「被災地には

行けないけど支援できてうれしい」という声が、仮設住宅の

方からは「東京の方の気持ちがうれしい」「いつまでもくよく

よしてはいられない」「ひまわりのように前を向いて頑張りた

い」という声がありました。産みの親、育ての親双方からの

声に答えるためにも、今後も運営を継続して参ります。 

◆美田園花の広場 花ごよみ 

「産みの親（中学生）」の訪問 

H23.8.9 

４～５月 

ひまわり種植 

⇒萌芽（関東） 

10 月 

ひまわり 

種の収穫 

６月 

ひまわり植栽 

（名取） 

11 月 

菜の花種蒔き 

小花壇制作 

◆年間サイクル 

支援の広がり 

イベント実施 

支援の広がり 

イベント実施 

東日本大震災復興・環境緑化支援民間プロジェクト 

～ひまわりに笑顔をのせて届けよう～ 

み    た     ぞ の 

◆計画地 

宮城県 

名取市 


